
 平成２８年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）

千円

千円

千円

 諮問事項　1

予 算 現 額 8,280,594
補 正 予 算 額 92,194
補正後予算額 8,372,788



 歳　入（該当項目）  単位：千円

款 項 目 細節 予算現額 補正額 補正後額  説　　明

 8　共同事業交付金 1,765,897 81,664 1,847,561

 1　共同事業交付金 1,765,897 81,664 1,847,561

 1　高額医療費共同事業交付金 142,949 82,601 225,550

　 高額医療費共同事業交付金 142,949 82,601 225,550

 2　保険財政共同安定化事業交付金 1,622,948 △ 937 1,622,011

保険財政共同安定化事業交付金 1,622,948 △ 937 1,622,011

 9　財産収入 315 △ 239 76

 1　財産運用収入 315 △ 239 76

 1　基金運用収入 315 △ 239 76

保険給付費等支払基金預金利子 311 △ 239 72  　預金利子額が確定したため

 10　繰入金 1,147,502 10,769 1,158,271

 1　一般会計繰入金 718,002 10,769 728,771

 1　一般会計繰入金 718,002 10,769 728,771

保険基盤安定繰入金(保険税軽減分) 120,000 2,885 122,885  　各繰入金額が確定したため

保険基盤安定繰入金(保険者支援分) 90,000 7,892 97,892

財政安定化支援事業繰入金 1,000 △ 8 992

8,280,594 92,194 8,372,788

 　共同事業について、国保連合会において再計算が
 実施され、交付金額が変更されたため。
 　なお、高額医療費共同事業については、Ｃ型肝炎
 新薬の保険適用などにより、当市の対象医療費総額
 が増大したことが要因である。

 歳　入　予　算　総　額
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 歳　出（該当項目）

款 項 目 事業名称 予算現額 補正額 補正後額  説　　明

 2　保険給付費 4,365,721 24,000 4,389,721

 2　高額療養費 490,624 24,000 514,624

 1　一般被保険者高額療養費 461,250 24,000 485,250

一般被保険者高額療養費 461,250 24,000 485,250

 4　前期高齢者納付金等 681 6 687

 1　前期高齢者納付金等 681 6 687

 1　前期高齢者納付金 616 6 622

前期高齢者納付金 616 6 622  　納付金額が確定したため

 7　共同事業拠出金 2,019,685 9,440 2,029,125

 1　共同事業拠出金 2,019,685 9,440 2,029,125

 1　高額医療費拠出金 187,820 45,634 233,454

高額医療費拠出金 187,820 45,634 233,454

 1　保険財政共同安定化事業拠出金 1,831,863 △ 36,194 1,795,669

保険財政共同安定化事業拠出金 1,831,863 △ 36,194 1,795,669

 9　基金積立金 394,932 58,269 453,201

 1　基金積立金 394,932 58,269 453,201

 1　基金積立金 394,932 58,269 453,201  　補正後の基金残高

基金積立金 394,932 58,269 453,201  　　　　　　512,444千円

 10　諸支出金 14,000 479 14,479

 1　償還金及び還付加算金 13,999 479 14,478

 3　償還金 6,648 479 7,127

償還金 6,648 479 7,127

8,280,594 92,194 8,372,788

 　Ｃ型肝炎新薬の保険適用、高額入院の増加などに
 より高額療養費が増加しており、予算額に不足が生
 じるため増額補正する。

 　共同事業について、国保連合会において再計算が
 実施され、拠出金額が変更されたため。
 　なお、高額医療費共同事業については、Ｃ型肝炎
 新薬の保険適用などにより、県内における対象医療
 費総額が増大したことが要因である。

 　前年度特定健診等における国及び県負担金につい
 て、実績額が確定し返還額が生じるため

 歳　出　予　算　総　額
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